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粋を装うコミュニケーションツールの可能性の考察
－ビジュアルメッセージを伝える「ぽち袋」リ・デザインの提案－
Ⅰ. 研究概要
　本研究では、古くから「粋」を愛する日本人の
コミュニケーションの手段として活躍し、 今なお
使用されている「ぽち袋」から新しいコミュニケー
ションの形を追求していくことを目的とする。日
本の文化として継承されてきた、ぽち袋にまつわ
る印刷物の歴史や事例を研究し、論究と制作二つ
の視点から研究を行う。
　また日本の伝統的な「縁起」にまつわるデザイ
ンや実例を調査し、その制作背景や印刷方法、実
際に使用されている事例を探求し、その特徴やグ
ラフィックとしての要素を考察していく。「ぽち
袋」という媒体を通じて、グラフィックやパッケー
ジデザインへの理解をさらに深め、さらなる表現
方法を習得することを本研究の目的とする。
2.「ぽち袋」概要と研究の目的
　小さなのし袋、通称ぽち袋。もともとは「これっ
ぽっちの心づかいですが」という意味が 語源だ
と言われ、贔屓の役者や芸妓さんに旦那衆が心づ
けとして渡すときに使用したの が始まりである。
また、お年玉を渡す袋として、また舞台興行や販
売会などで、客が大 入りのとき、主催者が関係
者に慰労と祝儀を兼ねて配ったりとした用途で知
られている。
　ぽち袋という日本独自の意識から生まれたコ
ミュニケーションツールは、デリケートなお金の
受け渡しを洒落や粋に表現し、円滑に する知恵
を結集したものである。「ありがとう」や「これ
からもどうぞよろしく」という、渡す側 のメッ
セージの伝達である。褒め言葉を直接言葉にして
伝えるのではなく、こうしたぽち袋というツール
を通して言葉を交わすという心遣いが、日本独自
の感性と美意識を表していることが分かる。
3. 研究方法
3-（1）文献による情報収集。
　ぽち袋に関する書籍を中心に、江戸時代～大正
時代など木版画によるステーショナリー用品の印
刷が最盛期であった時代の印刷物を調査する。実
際に、ぽち袋に描かれた絵柄や題材のデザインの
特徴をまとめ上げ、レポートにて論及する。
3-（2）現地調査。
　静岡市芹沢銈介美術館では、型紙による伝統的
な工業デザインを使用した印刷物の調査を行っ
た。また、主にぽち袋などで使用される、和紙の
産地である岐阜県美濃市にある古川紙工にて、印
刷の製法や和紙の制作方法についての聞き取りと
工場見学を行った。
3-（3）アンケートの実施による意識調査。
　お年玉や心付けという文化が限られた時期や範
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に包むという日本特有の文化を見つめ直し、提案
するため、20 代の若い世代 25 人に対して、アン
ケートによる調査をした。ほとんど全員が、「実
際に人からぽち袋を受け取ったことがある」と答
えた。「使用する用途は何か」という項目につい
ては、やはりその使用目的の殆どが「お年玉とし
て」や「ちょっとしたお小遣いを渡す」という答
えが半数であった。
　日常生活において、もっとぽち袋に「包む」と
いう文化が気軽なものになり、手渡した相手との
コミュニケーションの一種として確立される可能
性について追求していきたいと考えた。
3-（4）リ・デザイン事例の調査。
　リ・デザインとし制作された事例を調査し、レ
ポート形式で考察を行った。「御朱印ノート」や「薄
型民芸」といった、主に昔から日本に存在する文
化を、現代にリデザインした事例を調査した。リ・
デザインされた事例を調査して感じたことは、昔
からその形であったもの」をいかに上手く受け入
れ、付加価値として新たな要素を加えていくかを
明確にしている点である。
4. デザイン提案
　修了制作の企画にあたり、「お年玉」としての
イメージが深く根付いていることなどぽち袋への
イメージや、なかなか日常生活でぽち袋という
ツールを使用する機会がないことなどの問題点を
踏まえ、実際の生活に取り入れてもらえるツール
としてのぽち袋のあり方を提案する 。
(1) 企画テーマ
もらった相手も、贈る自分もうれしい。思いを共
有するぽち袋のデザイン提案「ぽち BOOK」。
(2) 内容
ぽち袋を相手に「手作りして贈る」ことを目的に、
様々な日常のシーンで気軽に使用するシーンを作
り出すものを考える。相手を思い、絵柄を選びな
がら「包む」ことのメッセージ、楽しみを提案する。
(3) 作品形式
ぽち袋本体・カレンダー・絵柄を組み合わせるた
めのシールを組み合わせたバインダー
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